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1 面 

 壊憲「リアリスト」派が導く地獄への道 

戦争の根本原因は資本主義だ 

安在郷史 

 

2 面 

エッセイ 

ウクライナ問題で想う 

石川逸子（詩人） 

 

反戦大集会組織した陸海空港湾労組はいま 

困難のり越え一歩ずつ反撃を 

柿山朗（元外航船船長） 

 

バイデンの韓日戦争準備行脚 

労働組合は平和運動にのり出そう！ 

土松克典 

 

3 面 

戦争体制の輸入ではなく、九条の輸出を 

焦点は南西諸島の自衛隊軍拡問題 

豊島耕一（佐賀大学名誉教授） 

 

私のメーデーアピール 二〇二二年五月一日 

不戦の誓い」を忘れず、日本国憲法九条の核心である「自衛権放棄」「戦力不保持」にも

とづく「武力によらない平和な世界」をつくろう 

伊藤彰信 

 

4 面～5 面 

ＨＯＷＳ講座報告 

ウクライナ情勢と朝鮮 

歴史的・大局的なものの見方の必要 

高演義（朝鮮大学校客員教授） 

 

 ウクライナ・クーデター〈二〇一四年三月二十八日記〉 

高演義（朝鮮大学校客員教授） 

 

≪2022 年夏季醵金アピール≫ 

戦争を真に克服しうるのは社会主義の実現だ 

岸田政権の壊憲攻撃・戦争策動と闘おう！ 

〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会 

 

6 面 

軍事要塞化と闘う琉球弧の人びと 



自衛隊基地反対運動の清水早子さんが講演 

南川潤 

 

沖縄「復帰」50 年を問う５・15 銀座デモ 

山城博治さん、沖縄をめぐる情勢を明快に語る 

大舘まゆみ 

 

沖縄「復帰」50 年 ５・15 メッセージ 

沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック 

 

7 面 

ＨＯＷＳ講座  

明真南斗『琉球新報』記者が報告 

「復帰」五〇年、沖縄の現実は 

まとめ＝土田宏樹 

 

俳句  

豊里友行 

 

高里鈴代 著／４・29 集会実行委員会 編 

『悲しみは消えない――沖縄・米軍人による性暴力殺害を許さない』 

日向よう子 

 

8 面 

子どもを通した「海洋放出安全」神話の流布に断固抗議する！ 

角田政志（福島県平和フォーラム共同代表） 

 

放射能汚染と向かい合うための基礎知識（３１） 

飯舘村の放射能汚染調査① 

 今 中 哲 二（京都大学複合原子力科学研究所研究員） 

 

なぜ 29年を超える裁判を続けるのか 

公務員「労災」の直接請求権を勝ち取ってから 

早川由紀子（文京七中分会） 

 

催物案内 

 

9 面 

ベネズエラ・キューバ訪問の旅（二〇二二年四月九日〜五月三日） 

革命防衛と社会建設の闘いに連帯 

村上理恵子 

 

10 面～11 面 

天皇性鬱火病 

―― 日本近現代詩（抒情詩） 

安里ミゲル 

 

映画『ひまわり』をめぐって 



ウクライナのひまわりの種 

立野正裕（元明治大学教員） 

 

前照灯 

武器より花を 

 

四月に開かれた二つの集会から 

二人の女性を忘れない 

広がる日本政府への抗議の声 

倉田智恵子 

 

 朴金優綺さんの言葉 

 

 正義連のメッセージ（抜粋） 

 

パンフ紹介 

『第チ ェーサー・ハッキョ四学校と私』 

足立朝鮮学校の歴史 

鴻巣美知子・東京朝鮮第四幼初中級学校を支援する会 

 

12 面 

アジアインターナショナリズムの確立をめざして 

学習と研究、執筆に明け暮れた生涯 

―― 佐々木辰夫さん逝く 

広野省三 

 

頂門一針 

 『征服者たち』 

 

紙つぶて 

文化の「非道徳性」の打破を 

金山明子（画家） 

 

山本恵美子さんへ 

『牛久』評について 

伊藤龍哉（東京都在住） 

 

編集部発 

 

 


